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平成 20 年 5 月期通期（連結・個別）の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 19 年７月 11 日平成 19 年 5 月期決算短信に公表いたしました平成 20 年 5月期（平成 19 年

5 月 21 日～平成 20 年 5 月 20 日）通期（連結・個別）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

 

記 

 

 

１．平成 20 年 5 月期連結業績予想の修正（平成 19 年 5月 21 日～平成 20 年 5 月 20 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 23,200 110 140 60

今回修正（Ｂ） 20,756 △126 △98 △79

増減額（Ｂ－Ａ） △2,444 △236 △238 △139

増減率（％） △10.5 － － －

（単位：百万円） 

 

 

２．平成 20 年 5 月期個別業績予想の修正（平成 19 年 5月 21 日～平成 20 年 5 月 20 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 23,200 110 140 60

今回修正（Ｂ） 20,756 △126 △98 △79

増減額（Ｂ－Ａ） △2,444 △236 △238 △139

増減率（％） △10.5 － － －

（単位：百万円） 

 



 

３．業績予想の修正理由 

当連結及び個別会計年度におきましては、中期ビジョンに沿って、新たな成長モデルの構築

を目指し、e サプライ事業の運用を開始し、また公益企業グループとの取引も大きく拡大す

るなど、第３四半期までは、概ね計画に沿った推移を辿って参りました。しかしながら、第

４四半期においては、売上高につきましては、新たなビジネスモデルの展開(*)による構造変

化のため商品売上高の一部がフィー収入に移行したこと（但しこの要因による利益面での負

の影響はございません）、及び、事業開始後の本格稼動時期が、古紙配合比率偽装問題等もあ

って当社の想定よりも遅延したこと、により当初予想に対し未達となりました。 

利益面では、事業拡大を見越した投資や人員拡充のコストを、当年度内には充分にカバーで

きず、平成 20 年 5 月期における連結・個別の営業利益、経常利益及び当期純利益は予想数値

を下回ることとなりました。 

 

 (*)平成 19 年 11 月 27 日付の「富士ゼロックス株式会社との業務提携に関するお知らせ」

をご参照願います。 

 

（注記事項） 

上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成のため、

実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

 

 

以上 

 


